
下記内容にて、「令和 5年度技術士第 1次試験・
第 2 次試験合格者＆ U-35(若手世代)対象ワーク
ショップ」が対面にて開催されました。
◆開催日時：令和 5年 6月 10日(土)

14：00～ 16：00
◆開催内容：「クロスロードゲーム」による

グループワーク
◆開催方法：対面(札幌市内・貸しイベントスペース)
◆対 象 者：令和 4年度 技術士第 1次試験・

第 2次試験合格者、U-35(若手世代)
◆参 加 者：会員・準会員／ 4名、会友／ 3名、

一般／ 3名、合計 10名
以下に実施内容をご報告いたします。

1．はじめに
参加したい！と切望するきっかけとなったリーフ

レットのテーマには次の内容が書かれていました。
「世界的な高齢化の進展により、将来的に、先進国

では 1/2 の人が 100 歳を超えて生きる時代が到来
すると予測されています。そのような中、数年前か
ら『ライフシフト』という概念が話題になり始めてお
り、これまでの教育→仕事→引退といった、いわゆ
る『3ステージ人生』から、人生の節々で多様な選択
を可能にする『マルチステージ人生』へ、生き方を変
えていく方法が注目されつつあります。
(中略)人生の中で訪れるであろう様々な自身の変

化に対して、あなたはどのような働き方を選択して
いきたいですか？」
テーマから転職や転籍などが連想されましたが、

企業組織で働く者としては社内で話題にし難い内容
です。だからこそ会社という垣根を越えた場で他者

と意見交換する希少な機会と捉え、参加しました。

2．クロスロードゲームとは？
ワークショップでは、阪神・淡路大震災をきっか

けに防災教育のツールとして開発された「クロス
ロードゲーム」を活用したグループワークが実施さ
れました。このゲームは 1 グループが奇数人数に
なるよう編成し、出題された設問ごとに各自が
ʠYESʡまたはʠNOʡのカードを提示し、その理由
を説明します。提示したカードが多数派の意見だっ
た場合、勝者として「座布団」を獲得でき、その枚数
を競い合います。なお、少数意見も貴重であるとい
う観点から、グループ内で唯一の回答となった場合
は、その回答者だけが「金座布団(座布団 3枚分に相
当)」を獲得できるルールになっています。

3．素直な気持ちや意見を出せる雰囲気づくり
ゲーム開始前から総合司会の藤井さんをはじめと

した、青技交幹事の皆さんによる「雰囲気づくり」の
工夫が随所にありました。
1 グループ 5 名ずつの 2 グループに分かれて最

初に行った自己紹介では、SNS で用いる「＃(ハッ
シュタグ)」で自分の特徴を共有しました。共通項が
見つけやすく、意見交換に向けたとても良い雰囲気
が醸成されました(「アウトドア好き」同士で親しみ
をもつ方々がいる一方、私の趣味である「人形浄瑠
璃」で重なる人はいませんでした・苦笑)。
本編のクロスロードゲームにおいては、「ʠYESʡ、

ʠNoʡにした理由を述べる」「『○○と同じ意見です』
は厳禁」「相手の意見は絶対に否定しない」「人の意見
に耳を傾ける」等がルールとして設けられていまし
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た。また、各グループで進行を務められた津田さん、
長内さんのお人柄とスムーズな司会進行により、参
加者はそれぞれリラックスした気持ちで意見を述べ
ていました(写真-1)。

4．自分は多数派か少数派か・・・それぞれの人
生の岐路と考え方
今回のクロスロードゲームの設問は、「(A)置かれ

ている立場、(B)ライフイベントの発生、(C)選択肢
の提示」を基本構成としており、例えば「(A)20 代
後半の既婚男性の立場、(B)技術士二次試験を受け
るタイミングで第一子が生まれる予定、(C)試験を
受けるか・受けないか」などの設問のほか、週休 4
日制の導入に関連したものや、介護が必要になった
家族との向き合い方など、中長期の視点でみた働き
方や仕事への関わり方を考えさせられるものばかり
でした。
個人的には、イベントの最後に行ったオリジナル

設問作成の時間が一番面白かったです(写真-2)。
津田班からは「18歳、進学先を悩んでいる受験生」、
長内班からは「定年延長に揺れ動く 60歳の技術者」
という立場で考える設問が出来上がりました。
過去に経験済みの立場と、未来に訪れるであろう

立場を、現在の自分が振り返る、または想像して回
答するというとても興味深い内容となりました。
すべての設問が終了したところで、どういう訳か

私の手元には金座布団が積み重なっており、みごと
優勝を果たしました。私自身、転職回数が多いなど、
一般的な社会人とは少し事情が違うことは自覚して

いたものの、やはり超少数派の思考になりがちだと
いうことを再認識できました。その上で、設問ごと
に述べられた意見を拝聴し、参加者それぞれの実体
験に基づく視点や考え方を疑似体験できたことは大
きな財産です。例えば、産休・育休・介護などで働
き方を変える方々への配慮の面でも、より多面的な
視点で考えられるようになったと思います。

5．おわりに
私は技術士への道のスタートラインに立ち、一次

試験合格・修習技術者としての一歩を踏み始めたと
ころです。今回、青技交メンバーの諸先輩をはじめ、
同時期の合格者や若手世代の皆さんと時間を共有す
ることが出来、これからの勉強の励みになりました。
所属している企業組織は異なっていても、技術士

という同じ方向を向いている人と意見交換ができる
場があることはとても心強く、今後も青技交の活動
に積極的に参加することで学びを深めていきたいと
思っています。よろしくお願いいたします。

44

写真-1 意見交換の様子

写真-2 各班で設問を作成

写真-3 参加者の集合写真




